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Case 28-2008: An 8-Day-Old Infant with Congenital Deafness, Lethargy, and Hypothermia

(New England Journal of Medicine 2008; 359: 1156-67)

【Problem List】

＃01．嗜眠傾向、自発運動消失

＃02．低体温

＃03．急激な頭囲拡大

出生時の頭囲 33cm はほぼ中央値だが、搬送時の頭囲 35.5cm は生後 1 週間経っていることを考慮しても 90

パーセンタイルに近い(ただし日本人との比較)。日本男児の頭囲発育曲線を参考に添える。

＃04．血性 CSF

＃05．貧血、血小板減少

＃06．大泉門、小泉門の緊張

＃07．高血圧

＃08．喘鳴

＃09．先天性感音性難聴

＃10．尿道下裂

＃11．右陰嚢水腫

＃12．左母指斑状出血

【Asessment】周産期に特に異常はなかったが、生後間もな

くより呼吸障害を呈し、先天性感音性難聴も確認された新

生児。生後 7 日目より呼吸障害、低体温を含めた脳幹機能

障害と考えられる症状が出現し、頭囲拡大や血性 CSF、貧

血、大泉門・小泉門の所見より頭蓋内出血を疑う。

男児の頭位発育曲線


